
鎌倉市市民活動センター指定管理者　自己評価シート兼実績評価シート

施設名 鎌倉市市民活動センター（鎌倉・大船）

所在地 鎌倉センター：　鎌倉市御成町１８－１０

大船センター：　鎌倉市台１－２－２５

指定管理期間 令和４年４月１日～令和７年３月３１日

評価対象期間 令和5年10月１日～令和6年3月31日

評価内容

ア

ミーティングスペース、作業スペー

スなどの空間と機能の提供に関する

こと。

大船センターのスペースの運用方法

の再検討
４月

イ
コピー機、簡易印刷機などの機材の

利用受付に関すること。
印刷加工機材の周知と活用促進 通年

ウ
市民活動団体等の団体情報の収集に

関すること。

団体活動報告のルーティン化、アウ

トリーチによる団体の課題とニーズ

の把握

6月～３月

エ
市民活動団体等の活動にとって有用

な情報の収集に関すること。
新しい活動様式、場の情報の収集 通年

サイトの情報更新 通年

SNSを活用した情報発信 通年

パートナーズの活用
６、９、

12、３月

団体内のコミュニケーションを活性

化する講座
10月

経営や経理事務を支援する講座 8月

活動資金の獲得に役立つ講座 1月

パートナーズ、サイト、SNS等で情

報発信
通年

登録個人へのボランティア情報発信

による市民活動参加促進

４、9、12、

3月

市民に向けた市民活動の認知促進 通年

高校生インターン制度の運用方法の

改善
4～11月

市民活動入門イベント、体験ツアー

の開催
10～12月

センター説明用リーフレットの配布

対象の拡大と活用
通年

懇話会を活用した団体の課題の共有

化
12月・2月

団体と企業の相互理解の促進 11月

多様なセクターとの課題共有 通年

達成できた

達成できた 達成できた

該当なし

達成できた

達成できた 達成できた

達成できた 達成できた

達成できた

達成できた

該当なし

達成できた

該当なし

達成できた

達成できた

達成できた

達成できた

該当なし

達成できた

該当なし 該当なし

指定管理者による評価 担当課による評価
評価項目

番号
（仕様書２-（３））

評価項目 対応する年間計画 実施予定月

後期

評価 評価

達成できた 達成できた

達成できた 達成できた

達成できた

達成できた

オ

情報誌やインターネット、ＳＮＳ等

を活用したウ、エ等の情報の提供に

関すること。

達成できた

カ

市民活動団体等の活動にとって有用

な知識・技術を習得するための、学

習や研修の機会の提供に関するこ

と。

達成できた

達成できた

達成できた

市民活動への参加希望者への情報提

供や、市民活動への参加の機会の提

供に関すること。

達成できた

達成できたク

市民活動に関する新たなつながりを創出す

るための各種事業の支援、市民活動団体等

の団体間の交流及び連携する機会の提供・

コーディネート、団体間のネットワーク化

の促進に関すること。

達成できた

達成できた

キ

達成できた 達成できた



相談スキル向上のための外部研修の

積極的な利用
10月

社会的資源（つなげ先）のリスト化 通年

団体の困りごとや実務の相談に対応

できる体制
４～５月

相談体制の充実と制度の周知 通年

「事業計画の立て方」「協働事業提

案書の書き方」などの講座や相談会

の実施

4月

鎌倉市の関係各課と市民団体との情

報交換、情報共有の促進
通年

❶
その他（スタッフのレベルアップの

ための研修、学習会を開催した。）

❷ 計画以上の効果が得られたもの

❸ その他

ケ

市民活動に関する相談に関すること。（市

民活動に関する一般的な相談、団体の立ち

上げや運営に関する相談、補助金等の申請

にかかる書類作成支援、専門家の紹介な

ど。）

達成できた 達成できた

該当なし

達成できた 達成できた

達成できた 達成できた

該当なし

達成できた 達成できた

コ

市と市民活動団体等の協働事業全般

の促進に関すること。（企画書等書

類作成支援、企画提案支援、市との

連携に関することなど。）

該当なし 該当なし

該当なし 該当なし

該当なし 該当なし

該当なし 該当なし

概ね達成できた

あまり達成できなかった

指定管理者による総合コメント

担当課による総合コメント

評価基準

達成できた

大船センターのスペースの運用方法の再検討は一部達成。鎌倉が取れない場合、大船地区の団体に活用を促した。団体活動報告で集めた団体の関心事をも

とに何件かの団体にアウトリーチし、アドバイスをした。団体のコミュニケーションを活性化する講座は、市内在住のコピーライターを招いて10月に実

施。好評につき、その後、自主事業で12月と3月にも実施。助成金セミナーを県の助成金を継続して受け取っている団体の代表を講師に招き、1月に実施。

緑地保全をしている団体の活動場所（北鎌倉六国見山）にて懇話会を実施。会議室とは違った交流がなされた。また、2月には1月に発生した能登半島地震

へ支援で行った団体からの報告会を実施。タイミングも絶妙と多くの参加者があった。12月に恒例の市民活動フェスティバルを実施。防災をテーマに団体

間の交流、自治町内会との意見交換もできた。コロナ禍前のレベルの1,000名強の来場者があった。　5月から予約制で月2回相談日を設け、個人と団体の

相談に対応している。個人はボランティア希望、団体は法人化や団体設立に関する相談が多い。引き続き、月1回のスタッフ会議内で受付けた相談事例の

学習会を行い、スタッフの相談対応レベルアップを図っている。2月には昨年に引き続き県と共催で「防災」をテーマにパートナーシップミーティングを

開催し、参加の企業・市民活動団体・自治町内会など多彩なメンバーで、タイムリーで活発な議論がなされた。昨年2月から準備を進めてきた官民連携の

「人と地域がつながるプラットフォームかまくら」が立ち上がり、鎌倉市、鎌倉市社会福祉協議会、きしろ社会事業会、鎌倉市市民活動センター運営会議

の4者で3月21日にプラットフォームの運営に関する協定を締結した。

会場の都合により、当初12月実施予定としていたキ②市民に向けた市民活動の認知促進事業における地下道ギャラリーでの市民活動団体の活動紹介を３月

に実施した。その他の指定管理事業は当初の計画通りに実施されたものと認識している。

しかしながら月次報告では、たびたび施設利用状況等数字の修正及び軽微な文章の校正が生じていたため、令和６年度は再発防止に努めるよう期待した

い。

月次報告及び自己評価は対象期間における事業の報告・自己評価及びそれに対するコメントを行うものであることを再確認し、年間計画に予定している事

業予定に変更があった場合、月次報告時に変更後のスケジュールを提出すること。

①通年業務のみ：月次報告書の該当通年業務に２回以上☑が付いている。

②通年業務あり・年間計画あり：２回以上の☑及び該当の計画を概ね達成している。

③年間計画のみ：該当する計画を概ね達成している。

①通年業務のみ：月次報告書の該当通年業務に１回以上☑が付いている。

②通年業務あり・年間計画あり：１回以上の☑及び該当の計画をあまり達成できていな

い。

③年間計画のみ：該当する計画をあまり達成できていない。

①通年業務のみ：月次報告書の該当通年業務に３回☑が付いている。

②通年業務あり・年間計画あり：３回の☑及び該当の計画を達成している。

③年間計画のみ：該当する計画を達成している。



該当なし

達成できなかった

①通年業務のみ：月次報告書の該当通年業務に☑が付いていない。

②通年業務あり・年間計画あり：☑がついておらず、該当の計画を達成できていない。

③年間計画のみ：該当する計画を達成できていない。

該当する通年業務及び計画がない


